
中
園
科
皐
院
考
古
研
究
所
筒
況
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付

mm
革

本
所
は
一
九
五

O
年
、
前
の
北
卒
研
究
院
史
曲
学
研
究
所
お
よ
び
前
の
中
央
研

究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
一
部
を
も
と
と
し
て
、
北
京
に
設
立
さ
れ
た
。
一
九

五
四
年
に
は
洛
陽
に
工
作
姑
が
、
一
九
五
五
年
に
は
西
安
に
研
究
所
が
設
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
設
掘
資
料
を
現
地
で
整
理
・
研
究
す
る
の

K
用
い
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
所
長
は
郷
振
鐸
、
副
所
長
は
安
達
、
夏
痛
で
あ
る
。

口

組

織

察
術
委
員
舎
は
本
所
の
皐
術
研
究
の
金
値
の
指
導
に
蛍
る
。
委
員
禽
は
、
鄭

振
鐸
、
安
達
、
夏
相
用
、
徐
森
玉
、
徐
旭
生
、
郭
費
鈎
、
斑
文
婦
、
表
文
中
、
曾

昭
煽
、

-陳
夢
家
、
李
文
信
の
一
一
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

T
い
る
。
委
員
舎
の

閉
舎
期
間
の
日
常
事
務
は
所
長
に
よ
っ
て
庭
理
さ
れ
る
。

研
究
組
は
、
研
究
人
員
六

O
名
。
そ
の
う
ち
研
究
員
は
九
名
、
副
研
究
員
は

二
名
、
助
理
研
究
員
は
五
名
、

質
習
研
究
員
は
四
一
名
、
研
究
生
は
三
名
で
あ

る
。
な
お
研
究
組
に
は
、
新
石
器
時
代
、
股
周
時
代
、
漠
唐
時
代
の
三
フ
の
専

務
小
組
が
お
か
れ
て
い
る
。

技
術
組
は
、
研
究
工
作
と
密
接
に
結
合
し
、
野
外
工
作
、

寓
典
、
製
圏
、
修

理
の
四
つ
の
小
組
が
・お
か
れ
て
い
る
。

編
瞬
室
は
、
考
古
皐
報
、
考
古
透
訊
、
考
古
皐
専
刊
の
編
集
に
責
任
を
お
っ

て
い
る
。

研
究
工
作
と
関
連
し
て
、
国
書
室
が
設
け
ら
れ

τか
り
、
蔽
警
は
九
寓
新品陣
。

資
料
室
は
現
在
建
設
中
で
あ
る
。

本
所
の
工
作
人
員
は
登
鐙
で
三

O
O名
前
後
で
あ
る

。

国
歴
年
工
作

ω渓
掘

五
十
年
春
安
陽
渡
掘

五
十
年
秋
輝
眠
開
設
掘

五
十
一
年
秋

M
H

五
十
二
年
春

五
十
一
年
春

五
十
一
年
春

際
西
調
査
筒
報
l
l
科
事
通
報
ニ
径
九
期

河
南
成
果
・
庚
武
調
査
筒
報
|
|
科
皐
通
報
二
巻
七
期

η

河
南
溜
池
調
査
筒
報
|
|
科
皐
通
報
二
容
九
期

五
十
一
年
秋
北
京
驚
四
墓
愛
掘
筒
報
|
|
科
皐
通
報
二
巻
十
二
期
・

三
容
五
期
・
文
物
参
考
資
料
五
十
二
年
第
二
期

五
十
一
年
秋
長
沙
渡
掘
報
告
即
出
筒
報
|
|
科
皐
通
報
三
省
七
期

-
文
参
五
十
二
年
第
二
期

五
十
二
年
春

唐
山
頁
各
荘
設
楓

報

告
|
|
会
舌
皐
報
第
六
加

五
十
二
年
春
河
南
高
豚
白
沙
設
掘
報
告
|
|
考
古
皐
報
第
七
加

五
十
二
年
秋
洛
陽
東
郊
夜
掘
報
告
|
|
考
古
泉
報
第
九
加

五
十
二
年
秋
鄭
州
二
塁
髄
設
掘
報
告
|
|
考
古
祭
報
第
八
加

五
十
三
年
春
安
陽
大
司
空
村
袈
掘
報
告
l
|
考
古
泉
報
第
九
加

五
十
三
年
秋
洛
陽
燐
潟
設
掘
報
告
1
1
1
考
古
拳
報
第
八
加

五
十
三
年
秋
河
南
侠
豚
・
霊
安
調
査
筒
報
|
|
科
祭
通
報
五
十
四
年

第
七
期

五
十
三
年
秋
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侠
西
調
査

簡
報
|
|
考
古
通
訊
創
刊
競
石
輿
邦
文



洛
陽
商
郊
夜
掘

報
告
|
|
科
泉
通
報
五
十
六
年
第
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五
十
四
年
春

二
期

五
十
四
年
春
侠
西
西
安
・
費
制
約
設
掘

第
二
期
胡
謙
盈
文

五
十
四
年
春
長
安
普
渡
村
渡
掘
報
告
1
|
考
古
皐
報
第
八
加

五
十
四
年
秩
洛
陽
西
郊
獲
掘
報
告
付
印
中
筒
報

|
l考
古
通
訊
五

十
五
年
第
五
期

五
十
四
年
秩
西
安
牢
坂
設
掘
報
告
編
潟
中

五
十
五
年
秋

η

五
十
六
年

w

筒
報
|
|
考
古
通
訊
五
十
五
年
第
三
期

五

十

七

年

η

簡

報

|

|

考

古

辺

訊

五

十

六

年

第

二

期

五
十
五
年
春
洛
陽
漢
河
南
脈
城
設
捌
東
区
報
告
|
|
考
古
皐
報
五
十

六
年
第
四
加
西
区
報
告
編
寓
中
筒
報

l
l考
古
通
訊
五
十
六
年
第

一
期

五
十
五
年
春
長
安
客
省
荘
渡
銅
報
告
編
潟
中

五
十
五
年
春
湖
北
京
山
稜
掘
筒
報
|
|
考
古
通
訊
五
十
六
年
第
三
期

五
十
五
年
秋
黄
河
三
門
峡
水
庫
調
査
渡
掘
簡
報
|
|
考
古
遜
訊
五
十

六
年
第
五
期
、
五
十
七
年
第
四
期

五
十
六
年

黄
河
劉
河
峡
水
庫
調
査
欄
間
報
|
|
考
古
逝
訊
五
十
六
年
第

六
期
安
志
敏
文

五
十
六
年
長
安
張
家
坂
護
掘
筒
況
|
|
光
明
日
報
五
十
七
年
三
月
四

日
第
二
版

五
十
六
年
洛
陽
商
郊
設
掘

五
十
太
年
激
西
安
漢
長
安
城
渡
掘

筒
報
|
|
考
古
辺
訊
五
十
五
年

" " 

ω出
版

殿
契
撚
倹
綴
編
、
高
日
日
碍
集
、
積
微
居
金
文
説
、
回
文
寓
本
『
菩
薩
大
唐

三
政
法
師
停
』
研
究
報
告
、
吐
魯
番
考
古
記
、
殴
姥
文
字
綴
合
、
漢
貌
南
北

朝
墓
誌
集
線
、
小
屯
乙
編
下
輯
、
輝
豚
設
捌
報
告
、
政
雄
卜
僻
綜
述
、

誇
脈

察
侯
墓
出
土
遺
物
、
敦
拍
居
綴
樹
、
以
上
十
二
種
。

考
古
皐
報
第
五
|
|
十
六
加

考
古
逝
訊
第
一
|
|
十
六
加

回
目
前
工
作

ω田
技

掘

西
安
牢
城

西
安
波
長
安
城

西
安
唐
大
明
宮

長
安
張
家
坂
西
周
遣
社

黄
河
三
門
峡
水
庫

洛
陽
澗
西

倒

出

版

長
沙
設
掘
報
告
、
洛
陽
設
捌
報
告
、
洛
陽
焼
滞
夜
掘
報
告
、
塔
里
木
考
古

記
、
吐
魯
番
考
古
記
(
修
訂
本
)
、
漠
石
経
集
存
(
馬
衡
)
、
石
刻
家
文
編
、
泉

州
宗
教
石
刻
、
商
周
金
文
鍛
迷
、
中
園
銅
器
綜
録
、
問
周
金
文
僻
大
系
(
修

訂
本
)
、
ト
僻
遜
纂
(
修
訂
本
)
、
股
契
粋
編
(
修
-
訂
本
)
等
十
二
種
は
近
く
出

版
の
漁
定
。

一
九
五
七
年
八
月

-110ー

中
関
科
血
中
院
考
古
研
究
所
書
記
の
王
世
民
氏
の
御
好
意
K
よ
り
樋
口
氏
の

下
に
右
の
よ
う
な
報
告
が
到
着
し
た
。
編
輯
部
河
地
重
造
が
と
れ
を
邦
朝
間
し
、

倉
員
の
方
々
の
参
考
に
供
す
る
。
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水

晶

昨

的

現

質

主

義

季

開

子

元

曲

家

的

爾

個

問

題

宮

崎

荘

子

的

思

想

楊

設
「
詩
経
大
小
雅
」
同
居
間
西
周
末
年
詩孫

料
開
「
牙
人
」
「
牙
行
」
的
初
歩
探
討

劉

注

目

他

明
代
総
級
生
産
力
初
探

・

史

宏

遠

元
代
我
園
和
印
度
尼
西
亜
的
友
好
閥
係呉

紫

金

讃
程
金
造
先
生
「
従
史
記
三
家
注
商
権
司
馬
遼

的

生

年

」

李

仲

均

孟

子

的

思

想

楊

向

姿

試

論

淡

代

的

土

地

所

有

形

式

江

泉

従
生
産
力
的
興
化
上
看
中
園
古
代
社
禽
的
設
展

戚

其

章

「
大
同
書
」
的
評
償
問
題
奥
潟
作
年
代

李

津

萄

子

的

思

強

楊

向

詩
経
大
小
靴
作
所
反
映
出
的
社
合
現
質

江

逢

「
奴
制
服
枇
品
問
」
是
否
祉
禽
夜
間
出
必
経
階
段

李

鴻

李李

試
論
消
代
前
期
的
市
民
闘
争

論
殿
代
親
族
制
度

向 i元希作E手

春

秋

初

年

「

盟

」

的

探

討

徐

連

法
家
輿
韓
非

楊

向

民
主
潮

第
七
巻
自
第
一
四
期
至
第
二
一

期

中
共
匪
鎖
的
創

始

(
一
J
八
)

転

農

孔

子

的

政

治

理

想

朱

世

穏

歴
史
研
究

一
九
五
七
年
自
第
九
期
至
第
十
一
期

試

論

雨

漠

時

代

的

社

合

性

質

張

怪

蒋

戦

園

策

之

官

本

興

今

本

韻

剛

開

於

洪

大

全

的

歴

史

問

題

多

津

食

元

代

地

契

施

一

挟

閥
於
商
周
農
業
生
産
工
具
和
生
産
技
術
的
討
論

楊

寛

関
於

「
夏
代
和
商
代
的
奴
隷
制
」
一
文
所
引
用

的

甲

骨

文

材

料

越

錫

元

明
代
蘇
松
地
区
的
官
回
輿
重
賦
問
題

周

十
月
革
命
劉
中
図
先
進
分
子
的
影
響

制
問

許
向
達
的
「
唐
代
長
安
奥
西
域
文
明
」n

5
 

試
論
消
光
協
和
末
年
的
康
西
人
民
大
起
義来

奈君凡雲一条厚i曾勤 皇聖哲

良主主ffI( 新

司著城

前

競

訂

正

容

十
六
巻
三
競
掲
載
の
中
園
料
皐
院
考
古
研
究

所
簡
況
に
つ
い
て
、
考
古
研
究
所
書
記

・
王
世

民
氏
よ
り
、
次
ぎ
の
通
り
-
訂
正
さ
れ
た
い
と
の

意
向
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

付
、
百
九
頁
上
段
、
口
組
織
の
最
初
の
四
行

は
、
「
摩
術
指
導
を
強
化
す
る
た
め
に
準
術
委

員
曾
を
設
け
、
所
長
の
指
導
の
下
に
工
作
を
進

め
る
。
委
員
舎
は
郷
振
鐸
:
・

-等
十

一
人
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
制
抑
振
鐸
所
長
が
委
員
合
主
任

に
任
-T
る
」
と
改
め
る
。

口
、
百
九
頁
上
段
の
「
図
書
室
の
議
書
九
高
知

除
」
は
「
獄
書
十
一
高
知
」
と
改
め
る
。

同
、
百
九
頁
下
段
、
五
十
二
年
春

河

南

高
豚

白
沙
問
奴
掘
の
報
告
に
、
考
古
通
訊
創
刊
放
を
加

A
U
A
w
匂
。

生車名

樋
口
隆
康
氏
論
文
「
新
渡
見
の
西
周
銅
器
群
」

村
、
頁
六

一
の
地
闘
の

う
ち
、
西
周
文
化
圏
内

に
溶
耐
怖
を
入
れ
る
。

口
、
頁
五
六
上
の

郡
豚
銅
器
年
代
は
西
周
中
期

末
か
後
期
前
半
。

回
、
頁
五
八
上
十
一
行

夏

銅
は
胴
の
誤
ま
り
。

-284ー


